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鼓迎 全国生涯野球阿智大会

平成16年に全国生涯野球大会が阿智村に誘致され、今回第16
回大会が開催された。

遠くは二重県、石川県から14チームが参加、60歳から85歳の

野球大好き人間による熱戦が繰り広げられた。

理
事
長

こ
の
た
び
．
理
事
長
に
再
任
い
た
だ
き

ま
し
た
阿
智
村
春
日
の
原
で
す
．
引
き
続

き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
昨
年
十

一
月
創
立
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
関
係
す
る
自

治
体
及
び
企
業
の
皆
さ
ん
の
こ
支
援
．
そ

し
て
私
た
ち
会
員
の
努
力
に
よ
っ
て
築
か

れ
た
も
の
で
．
次
の
十
年
へ
の
飛
躍
を
新

た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

少
子
高
齢
化
の
中
二
］同
齢
世
代
が
培
っ

た
知
識

・
技
能
を
生
か
し
て
活
躍
し
て
い

く
こ
と
が
益
々
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
団
塊
世
代
以
降
の
方
々
が
我
が
国

の
高
度
成
長
を
支
え
　
家
族
を
養
っ
て
き

ま
し
た
が
、
地
域
へ
帰
っ
た
今
は
地
域
ヘ

の
恩
返
し
と
し
て
も
で
き
る
範
囲
で
活
動

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
が
導
入
さ
れ
て

年
金
が
毎
年
減
額
さ
れ
て
し
ま
う
と
言
う

こ
と
に
加
え
て
．
人
生
百
年
時
代
を
迎
え

て
金
融
庁
審
議
会
の

「老
後
資
金
二
千
万

円
が
必
要
」
と
今
回
の
参
院
選
で
も
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。
不
足
す
る
老

後
資
金
の
た
め
に
も
シ
ル
バ
ー
で
活
動
し

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

全
シ
協
を
は
じ
め
県
連
合
会
、
各
シ
ル

バ
ー
が

一
致
し
て
会
員
百
万
人
計
画
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
は
屋
外
作
業
が
主
体
と
、
自

ら
事
業
者
と
な
っ
て
働
く
こ
と
に
違
和
感

を
持
た
れ
て
い
る
方
も
多
い
こ
と
か
ら
も
、

派
遣
制
度
を
活
用
し
て
雇
用
者
と
し
て
の

就
業
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
シ
ル
バ
ー
の

会
員
と
し
て
活
躍
い
た
だ
く
よ
う
、
新
た

に
選
出
さ
れ
た
役
員
が
先
頭
に
立
っ
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

一
緒
に
働
く
よ

う

一
層
の
こ
協
力
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
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令和元年 8月 8曰 下伊那西部シルバー便り 第23号

五
月
二
十

一
日
６
阿
智
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
館
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
来
賓
と
し

て
、
竹
村
典
幸
飯
田
公
共
職
業
安
定
所
長
．

熊
谷
阿
智
村
長
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者

の
こ
臨
席
を
い
た
だ
き
、
出
席
会
員
数
百

四
十
七
名

（委
任
状
含
む
）
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
の
議
長
に
は
阿
智
村
の
田
中
忠
男

会
員
が
就
任
し
．
最
初
に
報
告
事
項
の
三

十
年
度
補
正
予
算
．
令
和
元
年
度
事
業
計

画
及
び
収
支
予
算
が

一
括
報
告
さ
れ
．
平

成
二
十
年
度
事
業
報
生
只

同
決
算
報
告
が

上
程
さ
れ
質
疑
を
経
て
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
．
任
期
満
了
に
よ
る

役
員
の
改
選
で
十
七
人
が
選
任

（新
任
四

名
）
さ
れ
ま
し
た
。

年
度
末
の
会
員
数
は

一
七
二
名
で
、
団

塊
の
世
代
の
多
く
が
雇
用
等
か
ら
引
退
し

て
い
る
中
で
、

「会
員

一
人

一
会
員
入

会
」
を
お
願
い
し
て
き
た
が
入
会
者
は
少

な
く
昨
年
度
に
対
し
六
人
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。

契
約
額
は
、
受
託
事
業
は
四
千
七
百
十

万
円

（前
年
比

一
〇
ユ（
八
％
）
、
派
遣
事

業
は
三
百
五
十
五
万
円

（同

一
二
七
．九

％
）
で
、
受
託

・
派
遣
を
合
わ
せ
発
足
以

来
五
千
万
円
を
初
め
て
超
え
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
に
は
、
新
役
員
に
よ
る
理

事
会
が
開
催
さ
れ
．
理
事
長
に
原
英
行
氏
．

副
理
事
長
に
佐
藤
昭
三
氏
、
専
務
理
事
に

高
坂
博
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
等
が
終
了
後
、
飯
田
警
察
署
交
通
課

の
黒
河
内
淳
史
氏
に
よ
る

「高
齢
者
の
た

め
の
安
全
運
転
に
つ
い
て
」
の
講
話
を
頂

き
ま
し
た
。

_ヽ

ヽ

会員数

事業実績 (発注先区分別)

:I哉群別就業実績

派遣事業実績

会員数 (313.31) 男 114人 女 58人 計 172人

地区別会員 上中関 6 中関 12 駒場 21

イIiホロ  24 智里東 12 智里西 5 浪合 0
清内路 10 平谷 19 根羽 54

区 分 受話件数 就業人員 契約金額 (千円)

公共事業 191 8.709

企業等 445 5′ 552 30.450

666 1.596 7.304

,09 637

1.300 47.100

区分 延 日人員

技術群 130 549 12%

技能群 3.828 3.1%

事務・管理群 768 3.596

一般作業群 33.381 フ09%
サービス群 2.150 5.746 12.2%

計 47.100 100.0%

就業延日数 契約金額 (千円)

29 2.815 3.552
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総
会
に
先
立
ち
昨
年
度
の
十
周
年
記
念
で
制
定

し
た
会
員
表
彰
規
程
に
よ
り
、
今
回
五
名
の
方
が

永
年
会
員
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（敬
称
略
）

小
松

い
ほ
ゑ
　
阿
智
村
智
里

櫻
井
藤

三
郎
　
阿
智
村
清
内
路

嘉
寺
　
耕
作
　
阿
智
村
清
内
路

川
上
　
友
士
口
　
阿
智
村
浪
合

熊
谷
　
紀
夫
　
阿
智
村
智
里

_■ 1鷲財
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平成30年度の実績

2.001

家庭

独自事業

計 9,258

契約全額 (千円) 割合

559

76%
5.651

9.258

派遣会員数 賃金総額 (千円)

888
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新
機
員
が
決
ま
り
ま
し
た

任^
期

令
和
三
年
総
会
終
了
ま
で
）

よ
ろ
し
く
お
願
０
し
ま
す

´

理
事
長原

　
実
行
　
阿
智
村
春
日
（再
）

昭
三
　
平
谷
村
（再
）

事
務
局
長

博
　
阿
智
村
駒
場
（再
）

こ
の
度
．
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
阿

智
村
の
内
田
で
す
。

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
に
は
設
立
時
か
ら

入
会
し
、
赤
蜂
の
駆
除
を
主
に
行
っ
て
い

ま
し
た
が
最
近
で
は
草
刈
り
、
木
の
伐

採
．
農
作
業
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
仕
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
が
進
行
す
る
中
で
シ
ル
バ
ー

は
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な

っ
て
い
ま
す
。
就
業
開
拓
と
会
員
確
保
に

努
め
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
セ
ン
タ
ー
に

な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

会
員
の
皆
様
の
こ
指
導
こ
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

す
．現

役
の
時
は
サ
ー
ビ
ス
業
で
三
十
五
年

勤
め
ま
し
た
。
退
職
し
て
五
年
く
ら
い
家

に
い
ま
し
た
が
、
妻
に
言
わ
れ
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
御
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
慣
れ
な
い
仕
事
で
す
が
．
仲
間
と
話

す
こ
と
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
よ
。
令
和

の
時
代
七
〇
歳
雇
用
と
い
う
話
で
シ
ル
バ

ー
の
人
材
不
足
が
や
っ
て
き
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
楽
し
く
、

健
康
で
頑
張
り
皆
様
が
シ
ル
バ
ー
に
入
り

楽
し
く
魅
力
あ
る
公
益
社
団
法
人
に
な
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

今
年
度
監
事
の
大
役
を
お
受
け
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
．

平
谷
村
の
佐
々
木
で
す
。
不
慣
れ
な
者

で
こ
ざ
い
ま
す
が
皆
さ
ん
の
こ
指
導
を
頂

き
な
が
ら
、
下
伊
那
西
部
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
発
展
で
き
ま
す
よ
う
に
．
努

力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
．
こ
指
導
、
こ
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
理
事
長

佐
藤

専
務
理
事

高
坂

理
　
事内

田
下
島

井
原

水
上

熊
谷

塩
澤

櫻
井

坂
巻

高
柳

松
下

石
原

鈴
木

監
　
事

阿
智
村
春
日
（新
）

阿
智
村
駒
場
（再
）

阿
智
村
伍
和
（再
）

阿
智
村
智
里
（再
）

阿
智
村
智
里
（再
）

阿
智
村
浪
合
（再
）

阿
智
村
清
内
路
（再
）

根
羽
村
（新
）

根
羽
村
（再
）

根
羽
村
（新
）

根
羽
村
（再
）

根
羽
村
（再
）

勝
喜

礼
子顕賢

光
栄

ヂ
文

茂
男

紀
好

コし
一

率
小
一

忠
正

啓
充

一
平

渋
谷
　
男
州
　
阿
智
村
駒
（再
）

佐
々
木
二
三
夫
　
平
谷
村
（新
）敬

称
略

入
会
し
て
六
年
目
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
役
員
改
選
で
理
事
に
な
り
ま
し

た
。今

ま
で
作
業
中
心
で
セ
ン
タ
ー
の
仕
組

み
は
何
も
知
ら
ず
に
来
ま
し
た
が
．
今
回

を
機
に
理
解
を
深
め
、
広
報
活
動
を
進
め

る
た
め
に
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
た
び
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理

事
に
な
り
ま
し
た
新
人
の
坂
巻
と
申
し
ま

坂巻 紀好

(根羽村)

CD

松下 忠正

(根羽村)

長
年
お
世
話
に
な
り
．
あ
り
が
と
う
こ

ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
こ
指
導
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（敬

称
略
）

理
事倉

田
　
博
文

（阿
智
村
春
日
）

三
浦
　
智
志

（根
羽
村
）

安
藤
　
治
良

（根
羽
村
）

監
事石

原
　
明
子

（根
羽
村
）

一

）

一

）

佐々木二三夫

(平谷村)
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内田 勝喜
(阿智村春日)
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伊
森
林
組
合
を
退
職
と
な
り
、
シ
ル

バ
ー
の
チ
ラ
シ
で
経
験
を
活
か
し
た
仕
事

が
で
き
そ
う
な
の
で
入
会
し
ま
し
た
。
仕

事
で
こ

一
緒
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
、
主
に
草
刈
り
や
伐
採
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
作
業
に
は
危

険
が
付
き
も
の
で
す
の
で
、
現
場
の
状
況

を
把
握
し
、
先
々
を
読
ん
で
安
全
に
努
め

て
い
ま
す
。
仕
事
の
な
い
と
き
は
．
車
で

ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

食
べ
過
ぎ
．
飲
み
過
ぎ
に
気
を
付
け
．
健

康
で
い
つ
ま
で
も
仕
事
を
し
て
い
き
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

昨
年
の
秋
よ
り
八
□
―
ワ
ー
ク
に
通
い

ま
し
た
が
、
還
暦
を
迎
え
た
者
に
は
正
社

員
、
パ
ー
ト
求
人
も
少
な
く
新
た
な
就
職

場
所
に
巡
り
合
う
事
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し

た
。今

年
の
四
月
よ
り
仲
間
に
加
え
て
頂
き
、

草
刈
り
、
支
障
木
の
伐
採
、
網
戸
の
張
替

え
作
業
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

年
金
受
給
ま
で
後
五
年
．
政
府
は
七
十

歳
ま
で
の
雇
用
を
政
策
に
掲
げ
人
生
百
年

社
会
を
訴
え
て
い
ま
す
が
．
現
実
の
厳
し

さ
を
感
じ
な
が
ら
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
で
会
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

こ
指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新理事による第二回理事

会を6月 14日 開催し.理事

の専門部の構成を下記のと

おり決めました。

一
冒

祓

．
●
催
″̈̈
“　
愈

鰊
一一一
新
入
会
員
魏
一

一　　・．
「〓一一́
〓）●
７̈″”̈
　　　‐・
・
　　・　′
一
一

子
．小林 健治

(阿智村智里)

原  菊 晴

(阿智村清内路)

東谷 正明

阿智村春日

昭和12年 10月 生

務総

坂 巻 紀 好

●部会長 ●副部会

'

今
回
は
、
阿
智
村
伍
和
大
谷
さ
ん
宅
の
庭
本
の
剪
定
作
業
現
場
へ
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

～
人
生
１
０
０
年

・
生
涯
現
役
を
め
ざ
し
て
～
を
お
元
気
で
実
践
し
て
い
る
お
二
人
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。

（撮
影
の
た
め
メ
ガ
ネ
は
外
し
て
い
ま
す
）

①
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
た
理
自
は
？
　
　
②
趣
味
は
何
で
す
か
？

③
シ
ル
バ
ー
で
の
現
在
の
お
仕
事
は
？

④
仕
事
中
に
安
全
な
ど
で
気
を
付
け
て
い
る
事
は
？

⑤
健
康
の
秘
訣
は
？
　
　
一０
今
後
の
抱
負
は
？

Ｃ
第

一
の
職
場
を
退
職
後
、
飯
田
の
造

園
会
社
で
働
き
、
シ
ル
バ
ー
か
ら
声

が
か
か
り
入
会
し
ま
し
た
。

②
こ
れ
と
言
っ
て
な
い
が
、
植
本
や
盆

栽
を
や
っ
て
い
る
。

Ｏ
主
に
剪
定
作
業
。
多
く
の
仲
間
と
楽

し
い
毎
日
で
、
声
が
か
か
れ
ば
飛
ん

で
行
っ
て
い
る
。

④
ヘ
ル
メ
ッ
ト
．胴
長
．安
全
ベ
ル
ト
の
着
用

（造
園
会
社
の
社
長
に
よ
く
言
わ
れ
た
）

⑤
毎
日
、
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
。

（朝
飯
前
の
雪
か
き
）

⑥
シ
ル
バ
ー
に
入
り
有
難
か
っ
た
。
健

康
で
動
け
る
限
り
や
っ
て
い
き
た
い
。

,~

４
一
１

ヽ

北原  澄男

阿智村清内路

昭和フ年 2月 生

生
涯
現
役
を
め
r
‐

3

V

て

①
同
級
生
に
勧
め
ら
れ
て
入
会

②
多
様
で
何
を
？
等
ド
ラ
イ
ブ

③
本
職
で
あ
る
剪
定
作
業
を
入
会
時
か

ら
行
っ
て
い
る

④
脚
立
等
の
足
元
の
確
認
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
、
２
ｍ
以
上
は
安
全
帯
の

使
用
を
特
に
気
を
付
け
て
い
る

⑤
起
床
す
る
と
簡
単
な
体
操
を
す
る
。

⑥
健
康
の
か
ざ
り
剪
定
の
仕
事
を
し
た

―
）

◎理事長

0副理事長

各部 会長 3名

専務理事

◎高 柳 紀 ―

下 島 ネし子

松 下 忠 正

就業推進

◎櫻 井 茂 男

内 日 勝 喜

熊 谷 光 栄

安全推進

◎鈴 木 ― 平

0井 原   顕

塩 津 ,文
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第23号 下伊那西部シルバー便リ 令和元年 3月 8日
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安全就業全国統―スローガン (H29年からRl年度)

平成30年度は傷害事故が]件発生しましたが、今年度はI:見在のところ事故は発生していません。

委員の方を中心に会員が「危険ゼロ」の取り組みを共有し、事故ゼロを目指し安全・適正就業に取り組ん

でまいります。

′ :′′″″″″″″″″″″″″″″″″ ′″″″ ″″″″″″″″″″″″″ ″″″″″″

令和元年度県連合会

安全・適正就業対策推進の重点 目標

《目標》 “危険ゼロ"

1.安全ミーティングの完全実施
2.安全装備使用の徹底

3.健康診断受診及び健康体操の奨励
4.交通事故防上

役 職

委員長 (理事) 鈴  木 平

井  原 顕

委 員 (会員) 橋 野 勇 三

委 員 (会員) 倉  田 博  文

委 員 (事務局) ==   +FF●〕  ″メ. 博

年ヽ代で 」.8月 とはいえ.まだ暑い日が続きます。シルバー会員は、比較的熱中症にかかりやすじ

また、屋外での作業が多いので会員同士お互いに気を配り.安全に就業していただきたいと思います:

熱中症を予防するポイント :

‐①日頃から睡眠を十分にとり、体調に気を配る。朝食抜きは厳禁。

C)作業前・作業中 .休憩時などに水分をこまめにとる。大量に汗をかく場合は、塩分もとる。

(3)就業場所の風通しに配慮する。
(4}服装は、通気性や吸湿性の良いものを身につけ、高温下では頭部や首筋に冷やしたタオルを巻いた

り、屋外では帽子をかぶる。

⑤冷房のある施設や日陰などの涼しい場所で、休憩を十分にとる。

熱中症が発生したら

チエツクロー

水分補給で、

今日も1日 元気で就業 !

熱中症の症状

0めましヽ 立ちくらみ、手足のしびれ.筋肉のこむら返り、気分が悪しヽ

0頭痛、吐き気、嘔吐、倦怠感、虚脱感.いつもと様子が違う

重症になると

0返事がおかしい、意識消失、けいれん.からだが熱い

0衣類をゆるめ.からだを冷やす

0スポーツドリンクなどの水分と塩分を補綸

水分を自力で摂取できない、意識がない場合は、直ちに救急隊を要請しましょう

熱中症の応急処置
0すぐに涼しい場所へ移動

-5-
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氏   名

副委員長 (理事)



令和元年 3月 8日 下伊那西部シルバー便リ
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県
連
合
会
に
よ
る
安
全
・適
正
就
業
パ

ト
ロ
ー
ル
が
．
７
月
２
日
に
阿
智
村
の
わ

い
ｗ
ａ
ｌ
公
園
の
草
刈
り
作
業
現
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
県
連
合
会
か
ら
は
倉
科
安

全
・適
正
就
業
対
策
推
進
委
員
（北
ア
ル
プ

ス
）
竹
内
事
務
局
次
長
．当
セ
ン
タ
ー
か
ら

は
鈴
木
安
全
・適
正
就
業
委
員
長
以
下
６

名
が
同
行
し
ま
し
た
。

作
業
員
５
名
に
よ
る
園
地
の
土
手
の
車

刈
り
で
、連
合
会
の
委
員
か
ら
．班
長
さ
ん

に
安
全
に
対
す
る
取
り
組
み
状
況
の
間
き

取
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一就
業
報
告
書
」
は
、
受
注
こ
と
に

一

枚
の
用
紙
を
使
用
し
て
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
記
入
に
当
た
っ
て
は
会
員
番
号
を

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

単
発
の
仕
事
は
終
了
後
三
日
以
内
に
、

継
続
の
仕
事
は
翌
月
三
日
ま
で
に
事
務
局

へ
提
出
し
て
下
さ
い
。
提
出
が
遅
れ
る
と

発
注
者
さ
ん
へ
の
請
求
が
遅
く
な
り
．
配

分
金
の
支
払
い
に
も
支
障
を
き
た
し
ま
す

の
で
期
日
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

れ 員 は 袋 用 め で る を 長 後十
分
気
を
つ
け
就
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

″夕
■
す
適
工
南
一表
パ
ー′
ロ
ー
ル

原
　
　
勝
人
　
　
阿
智
村
伍
和

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

バ
ト
ロ
ー
ル
終
了

の
講
評
で
は
、
班

さ
ん
が
安
全
に
気

付
け
て
や
っ
て
い

。
急
斜
面
は
危
険

あ
る
の
で
滑
り
止

防
止
の
靴
な
ど
使

が
よ
い
。
防
振
手

を
使
用
し
て
い
た
会
員
が
い
た
が
手
袋

防
振
が
望
ま
し
い
。
刈
り
幅
が
広
い
会

が
い
た
方
法
等
、
概
ね
安
全
に
就
業
さ

て
い
る
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

暑
い
時
季
で
す
の
で
．
熱
中
症
対
策
に

_ヽ

平
成
〓
十

一
年

一

月
の
入
会
者
。

小
林
　
健
治

原
　
　
菊
晴

渡
部
　
　
隆

木
下
志
津
子

塚
田
　
剛
江

安
藤
　
臣
江

林
　

　

潔

原
　
　
彰
彦

趾饒鵞驚i輌孝器1判
会員の親睦と健康維持のため、スポーツ

交流会 (マ レットゴルフ大会)を開催 しま l
すので、多くの会員の参加をお願いします。,鮮

.

・実施日 8月 29日 (木 )

・時 間 9:00～
・場 所 阿智村 わしヽ wai公園

_ 先進地視察研修・親睦旅行について

センターでは、先進シルバー視察研修と親睦旅行を会員互助会
と共催で下記の日程で実施します。詳細については追ってこ案内
しますので.今から予定に入れ多くの会員の方が参加いただける
ようお願いします
・実施日 10月 24日 (木 )～ 25日 (金 )

・研修先 志摩市シルバー人材センター
・宿泊地 二重県志摩市 月

か
ら
令
和
元
年
七

鯨望荘

見学先 伊勢神宮他

一令
和
」
最
初
の
シ
ル
バ
ー
便
り
の
第

”
写
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

原
稿
等
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

に
は
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

多
く
の
会
員
の
声
な
ど
を
掲
載
し
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
高
齢
？
に
伴
い
原
稿
を

善
く
の
は
言
手
と
の
声
も
聴
い
て
い
ま
す

の
で
．
イ
ン
タ
ビ

■
―
形
式
を
と
る
な
ど

し
て
．
多
く
の
会
員
の
方
の
声
を
載
せ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
．
シ
ル
バ
ー
便
り
に
載
せ
る
写
真

や
記
事
な
ど
あ
れ
ば
．

提
供
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
て
す
。

電
=然

曜嗅・知
=・

技議憲ンル,ヽ 一人場センターで籠かしてみませんか :

大会責鶴は鋼 曽■.平 ●■.地 羽|‖ ,おtま ,ヽ の方で融 ●■く,散0
ある00認ツ上の方で,.
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一人生 10●年・生運現役をめざして～
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